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論文内容の要旨
本論文の目的は 3 つある。 (1)災害情報を定義し、災害における情報フローの問題に取り組むこと、 (2)災害が生じる
前と、災害が生じた後の両方の時期におけるメディアの役割を分析すること、 (3) 日本の阪神大震災と台湾の 921 地震
を、それぞれの国のメディア機能を検討することにより比較すること。上記の目的を果たすために、国際比較を主要
な研究方法として適用する。さらに、文献レビューやインタビュー、電話インタピ、ューという 3 つの研究方法を補足
的に用いる。
上記の方法から引き出された結果にもとづいて、 2 つの主要な結論に到達した。第 1 に、 2 つの地震をつうじて両
国のメディアは、被害を受けた人々にたいし、災害の段階におうじて異なった情報を提供し、きわめて重要な役割を
果たした。第 2 に、一般の評価によれば、メディアは人びとに情報を提供する機能をよく果たしたが、メディアに固
有の取り組むべき 2 つの問題(様々なメディアの共用およびメディアの災害時の初動体制)が残された。 1 点目は、
災害の各段階におうじた情報ニーズ、にこたえるために、いかに各メディアの放送特性を有効に生かすかとしづ問題と
関わる。 2 点目は、災害が生じた危機的な初期段階で、し、かに情報を収集して伝えるかという問題と関わる。
上記の結論から、いくつかの示唆が得られる。第 1 に、他の関係組織と同様、メディア聞の協力体制の改善が不可
欠である。第 2 に、メディアは受け手との信頼関係を維持することが重要である。第 3 に、災害意識を高めることが
重要であり、社会的責任として、メディアはつねに災害意識を持ちつづけるべきである。第 4 に、災害が生じた際に
は、災害の各段階で必要とされるもっとも重要な情報を人びとが入手できるようにすることが不可欠である。最後に、
一般の人びとに災害への心構えを持ってもらうために、災害の実践的知識の習得や災害訓練を、学校の必須コースと
して公教育のなかに組み込むべきである。もちろん、ここで述べたすべてのことが、日常的に行動に移されることが
重要である。
論文審査の結果の要旨
本論文は、東アジア地域における 20 世紀末の近接した二つの大地震で、ある阪神淡路大震災と台湾の 921 大地震を
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対象に、情報やメディアという観点から、両者を比較し、災害の防止および災害後の対応という点から、その問題点
を明らかにするとともに、今後の方向性について、具体的な提案をしようというものである。欧米および日本におけ
るこれまでの災害社会学の先行研究に十分に目配りをした上で、文献資料の分析やインタビューなどを通じて、阪神
淡路大震災および 921 大地震について、被災地における情報環境の実態を考察するとともに、メディア論の視点から、
テレビ、新聞、ラジオといったメディア別の状況について分析を加えている。特に、資料の少ない台湾の実情につい
ては、資料収集とともにインタビューを含めて、これまでにはない、新たな資料や知見を加えることに成功している。
以上の点から、本論文を博士(人間科学)の授与に十分値するものであると判定を下した。
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